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地域で育てよう　もとやまっ子！ 2広報もとやま第250号（2024.3）

特集 令和４年度財政決算

どう使われたの？

●自主財源に乏しく、依然厳しい本山町の財政状況●
　町財政の財源は、自主財源が17.5％となり、残りの82.5％は国や県などに頼る依存財源となっています。依存
財源の中でも歳入全体の44.3％を占めているのが「地方交付税」です。　（「自主財源」　※参照）
　「地方交付税」は、日本のどこに住んでいても一定レベルの行政サービスが受けられるよう定められた基準によ
って交付される国からの交付金ですが、国の財政も依然厳しい状況であるため、この地方交付税の今後の動向に注
意していく必要があります。
　本町財政は、依然として厳しい経済情勢であることや今後の国の動向にも左右されることなどから、先行きは非
常に不透明な状況であると言えます。
　今後も、事務事業の見直しなどにより歳出削減に努めることはもちろんですが、歳入確保に向けた取り組みを更
に強化し、自主財源確保に努めることも重要となってきます。
※ 自主財源・・・町でまかなえる資金。町税や保育・住宅使用料、土地・建物の貸付や売払収入など。

【４年度決算の概要】
　収入額は55億9,558万1千円（前年度比＋1億9,636万
6千円）、支出額は53億4,899万円（前年度比＋5,869
万6千円）で、令和5年度に繰り越す必要がある7,606万
4千円を除き、実質の収支は1億7,052万8千円の黒字と
なりました。この黒字分は、令和5年度の一般会計に繰
り越しました。

【歳入の特徴】
　国から交付される地方交付税は、公債費の増加などの
影響により6,857万9千円の増額となりました。
　国庫支出金は社会資本整備総合交付金などにより減額
となりました。
　地方債（借金）は新庁舎建設事業により10億6470万
円（前年度比+3億6360万円）の借入となりました。

【歳出の特徴】
　普通建設事業では、新庁舎建設事業の執行により増額
となり、前年度比1億4,874万2千円（+12.10％）の決
算額となりました。また、公債費（借金の返済）は、前
年度比2億93万3千円（＋40.38％）の決算額となりま
した。

令和４年度の各会計決算が監査委員の審査を
経て１２月議会で認定されました。
皆さんに納めていただいた税金や国・県など
からの交付金がどのように使われたのかをお
知らせします。

　　　 ＋1,608万1千円（＋5.18％）
町民税、市町村たばこ税の増

　　　 ＋6,857万9千円（＋2.84％）
普通交付税が＋1,553万1千円（0.73％）の増

特別交付税が＋5,304万8千円（17.76％）の増

　　　 ▲9,412万4千円（▲12.33％）
社会資本整備総合交付金事業などの減

　　　 ▲3億211万4千円（▲55.77％）
高知県中山間地域生活支援総合事業補助金の減

　　　 ＋3億6,360万円（＋51.86％）
公共施設等適正管理推進事業債の借入増

　　　 ＋2億3,237万6千円（＋197.40％）
特定目的基金繰入金の増（庁舎建設基金）

　　　 ▲7,863万1千円（▲41.92％）

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

町 税

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

地 方 債

繰 入 金

繰 越 金

令和４年度財政決算

１億7,053万円の
黒字でした

１億7,053万円の
黒字でした

町税 326,492 
（5.8％）

地方譲与税
67,404
　（1.2％）

各種交付金
91,456
（1.6％）
地方特例
交付金
615
（0.1％）

繰越金
108,921
（2.0％）

歳入 地方交付税
2,480,633
（44.3％）

国庫支出金
669,056
　（11.9％）

（単位：千円）

その他 147,011
  （2.6％）

歳入の内訳

町債
1,064,700
（19.0％）

使用料手数料
49,571（0.9％）

県支出金
239,628
（4.3％）

繰入金
350,094
（6.3％）



広報もとやま第250号（2024.3）3 本山町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています

特集 令和４年度財政決算

●歳出を町民１人あたりに換算すると…
（人口3,274人で計算）R5年4月1日現在　

１人あたり１人あたり

総務費
議会費
公債費

557,999円
16,902円
213,343円

農林水産費
112,544円

衛生費
225,945円

災害復旧費
38,763円

消防費
35,713円

教育費
96,613円

商工費
37,554円

民生費
214,271円

1,633,779円1,633,779円

　　　 ▲858万円（▲1.53％）

　　　 +2億2,195万6千円（+13.83％）
新庁舎整備事業の増

　　　 ▲5,681万8千円（▲7.49%）
放課後児童クラブ建設事業などの減

　　　 +4,769万7千円（+6.89％）

　　　 ▲2,099万1千円（▲5.39％）
産業振興センター整備事業などの減

　　　 +3,625万円（+41.81％）
地域振興券事業の増

　　　 ▲3億359万円（▲52.43％）
社会資本整備総合交付金事業などの減

　　　 ▲3,915万3千円（▲25.09％）

　　　 +3,288万1千円（＋11.60％）
小学校施設管理運営費の増

　　　 ▲5,961万1千円（▲31.96％）
災害復旧事業の減

　　　 ＋2億93万3千円（＋40.38％）
長期債元金・利子の増

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

前年度比前年度比

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

※▲はマイナス

●そのほかの会計の決算
特　別　会　計

会 計 区 分

区 分 収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

歳 入 歳 出 差 引

病院事業会計

（単位：千円）

※不足額は留保資金で補填されています。

（単位：千円）

汗見川へき地診療所事業
国民健康保険事業
簡 易 水 道 事 業
介 護 保 険 事 業
通所リハビリテーション事業
後期高齢者医療保険事業
居宅介護支援事業会計

収 　 入
支 　 出
差 　 引

3,361
546,027
173,212
632,235
44,358
81,459
7,055

1,744,929
1,644,301
100,628

177,104
205,546
▲28,442

3,361
486,014
173,209
577,741
44,358
81,047
7,055

0
60,013

3
54,494

0
412
0

私たちの税金　　

土木費
84,132円

歳出

（単位：千円）

土木
275,447
（5.2％）
商工費
122,952
（2.3％）

歳出の内訳

議会 55,338 （1.0％）

民生
701,523
（13.1％）

総務
1,826,889
（34.2％）

衛生
739,743
（13.8％）

教育 316,311 
（5.9％）

公債
698,485
（13.0％）

災害 126,911 （2.4％）

消防
116,923
（2.2％）

農林水産業
368,468
（6.9％）
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下の表は「健全化判断比率」を表したものです。簡単にいえば、町の財政状況の善
し悪しが分かる表です。
町の財政状況を数値化して、国が定めた基準（早期健全化基準・財政再生基準）と比較できるよ
うにしてあります。
町の数値が国の基準よりも低いほど、良好な財政状況だといえます。
これは「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づくもので、この法律は、財政状況の
悪化をいち早く発見し健全化に取り組むことを目的として制定されました。

令和４年度決算に基づく健全化判断比率

区 分

指 　 標

事 業 名 金 額

（単位：千円）

（単位：％）

（単位：％）

備考　実質赤字額または連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率または将来負担比率が算定されない
　　　場合は「－」で表示しています。

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

指 　 標

病 院 事 業 会 計
簡易水道事業会計

町
の
財
政
状
況
は
健
全
で
す

町
の
財
政
状
況
は
健
全
で
す

令和４年度決算における資金不足比率

備考　　資金不足額がない場合は「－」で表示しています

本 山 町 早期健全化基準 財政再生基準

本 山 町 経営健全化基準

－
－

１２.１
５１.７

15.0
20.0
25.0
350.0

20.0
30.0
35.0

－
－

20.0
20.0

1.

2.

令和４年度決算に基づく健全化判断比率等について

●　令和４年度に実施した主な普通建設事業　●

総 務 費

土 木 費

教 育 費

974,574

63,130

69,454

新庁舎整備事業

社会資本整備総合交付金事業
（町道本山三島線）

小学校施設管理運営費
（吉野小学校屋内運動場改修工事）

新庁舎

吉野小学校体育館

特集 令和４年度財政決算
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6広報もとやま第250号（2024.3）高知県最低賃金は、令和5年１０月8日から1時間897円です ～高知労働局賃金室～

役場からの
お知らせ

●問い合わせ先　○健康福祉課　 70-1060

今回のテーマは「膝関節痛」です。
膝が痛くなる原因にはさまざまな疾患がありますが、最も多いのは変形性膝関節症です。　この疾患
は、女性が多く（男性の4倍）動作の開始時（立ち上がり、歩き始め）に痛みがでて、その後、正座や
階段や坂道の昇降（特にくだり）が困難となり、やがて、膝関節の変形が目立ち、歩行障害が生じる疾
患（図1）です。　
主な原因は関節軟骨の老化で、肥満や遺伝的要因も関与しています。また骨折や外傷や感染の後遺症
として発症することもあります（２次性障害）。
診断は、X線（レントゲン）検査や、必要によりMRI検査を行います。治療方法としては、症状が軽
い場合は痛み止めや外用薬を処方したり、ヒアルロン酸の注射を行うこともあります。また足底板（図
2）や膝装具（図3）を作成することもあります。
運動療法としては、大腿四頭筋強化訓練（図4）や関節可動域改善訓練なども行われます。とりわけ
水中歩行訓練は効果的です。　
それでも治らない場合には、手術療法を行う場合もあります。手術療法には、病気の進行度によって
高位脛骨骨切り術、人工膝関節置換術などがあります。　
膝痛が生じる原因には、変形性膝関節症以外にも関節リウマチ・骨壊死・化膿性関節炎・腫瘍（原発
腫瘍　転移性腫瘍）・膝内障（前十字靭帯損傷　後十字靭帯損傷　内外側半月板損傷　内外側側副靱帯
損傷）・骨折（大腿骨　膝蓋骨　脛骨の骨折）などがあり、必要に応じて整形外科受診をお勧めしま
す。
膝痛など、加齢に伴う心身の変化と上手に付き合いながら、元気で長生きしましょう。

（文・嶺北中央病院整形外科　石田健司　医師）

フレイルを予防・克服し、元気で長生きを目指そう！
膝関節痛 ～変形性膝関節症について～

※必ず膝立てしてください

外　　　　　内　　　　　外

腸腰筋大腿四頭筋

図１：膝関節の変形の度合い（Ｘ線画像）
図２：足底板 図３：膝装具

＜膝関節装具軸付きサポーター＞

図４-１：大腿四頭筋筋力訓練法（座って行う方法）
図４-２：大腿四頭筋・腸腰筋 筋力訓練法 

（寝て行う方法）　
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●問い合わせ先　
○住民生活課　住民班　 76-2115　○南国年金事務所　 088-864-1111

●問い合わせ先　○健康福祉課（健康づくり婦人会事務局）　 70-1060

　令和６年１月９日から国民年金保険料の納付書がお手元になくても、ねんきんネットを活用して納付
（「納付書によらない納付」）ができるようになりました。

★「納付書によらない納付」とは
　ねんきんネットの画面上で納付したい保険料を選択し、インターネットバンキング等を利用して
Pay-easy（ペイジー）により納付する仕組みです。
　ねんきんネットから金融機関ホームページ（インターネットバンキング）にPay-easy納付に必要
な納付書情報（収納機関番号、納付番号、確認番号）が自動で送信されますので、お手元に納付書が
なくてもインターネットバンキングでPay-easy納付ができます。
　また、ねんきんネット画面上に表示される納付書情報（収納機関番号、納付番号、確認番号）を
Pay-easy対応のATMに入力し納付することもできます。

★納付可能な保険料
　前月分以前の国民年金保険料と追納の申し込みが承認された期間の国民年金保険料が納付できま
す。
※前納等、当月分以降の保険料の納付はできません。

★ねんきんネットの利用登録方法
　「納付書によらない納付」を利用するためには、ねんきんネット利用登録が必要です。

★ホームページによる案内
　「納付書によらない納付」の詳細については、日本年金機構ホームページでご案内しています。

ねんきんネットを活用して国民年金保険料が
　　　　　　　　　　　　　納付書なしで納付できます

　令和５年度も町内の各地区、事業所等の皆様からご協力いただき、111,905円が集まりました。心よ
りお礼申し上げます。
　集められました募金は「国際協力として開発途上国への結核対策援助」「全国の結核予防団体の活動
費」「結核や肺がん、慢性閉塞性肺疾患などの普及啓発」「呼吸器疾患の研究・調査」等に活用されま
す。
　今後も健康で活力のある地域づくりに向けて活動を行ってまいります。引き続きご協力よろしくお願
いします。

～複十字シール運動募金にご協力ありがとうございました～
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設立を記念した集合写真

事業イメージ

●問い合わせ先
○まちづくり推進課　  76-3916

一般財団法人もりとみず基金を設立
　
　１月18日（木）に、一般財団法人もりとみず基金の設立総会を行いました。当基金は、源流域
である嶺北地域と利水域である香川県高松市が連携し、森林保全や林業振興を行うことで水の安
定供給につなげていくとともに、森林の多面的な機能（二酸化炭素吸収や生物多様性保全）を両
地域で協力して高め、持続可能で循環共生型のまちづくりを目指すことを目的に創設されまし
た。
　設立総会は土佐町のさめうら荘レイクサイドホテルにて開催されました。当基金の評議員６人
と理事10人、監事２人が集まり、設立に必要な決議や評議員会会長、代表理事、事務局長の選任
を行いました。評議員会会長には角道弘文様（香川大学創造工学部教授）、代表理事には三好一樹
様（元嶺北林業振興事務所長）、
事務局長には尾﨑康隆様（土佐
町企画推進課課長補佐）が選任
されました。
　今後は、森林の集約化、林業
人材の育成、高松市と連携した
木材の販路拡大、森林の多面的
サービスの調査と価値化、源流
域・利水域との交流事業などを
行っていくこととしています。
当基金の活動により土佐本山コ
ンパクトフォレスト構想をより
一層推進し、本山町の森林整備
の促進や林業の振興につなげて
いけるように、連携を強めてい
きたいと思います。

※「なないろの森通信」では令和
３年度に策定した「土佐本山コ
ンパクトフォレスト構想」を広
く知っていただくために、毎月
本山町の森林・林業についての
記事を掲載していきます。

かくどうひろふみ

お  ざきやすたか

み よしかず  き



広報もとやま第250号（2024.3）9 「緑の募金」にご協力をお願いいたします

　
１月23日（火）、本山保育所のきりん組14人が、モンベルアウトドア
ヴィレッジ本山の「れいほくの湯」で足湯体験をしました。
「れいほくの湯」では、毎週金曜日～日曜日でさまざまな薬草を入れ
る変わり湯が行われています。帰全山公園で園児がよもぎやオオバコを
摘みとり、きれいに洗って天日干しにしました。厳しい寒さの中「寒い
～、水が冷た～い！」と言いながら、洗ってくれました。その後は、冷
えた手足をよもぎ入りの足湯で温め、みんなほっこり笑顔で「すごい
あったまった～！」「足がスベスベする！」と声があがっていました。
園児の作った薬草は、今後のよもぎ風呂で使用されます。

『よもぎ風呂で足湯体験をしました！』

【今月の担当】
商工振興活動
  まつもと　　つよし

松本　剛

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信
　

は
じ
め
ま
し
て
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
で
商
工
振
興
活
動
を

し
て
い
ま
す
松
本
剛
と
申
し
ま

す
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
本
山
町

商
工
会
で
お
世
話
に
な
り
、
お

か
げ
さ
ま
で
も
う
す
ぐ
丸
２
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 　

出
身
は
奈
良
市
で
、
前
職
は

電
機
メ
ー
カ
ー
で
営
業
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。

　

全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を

訪
問
す
る
中
で
「
ぜ
ひ
ま
た
来

た
い
！
」
と
思
え
る
魅
力
的
な

町
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
次
第
に

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
で
は
、“

ま
ち
な
か
活

性
化
推
進
委
員
会”

の
メ
ン
バ
ー

に
も
加
え
て
い
た
だ
き
、
現
在

は
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
空
き
店
舗
・
空
き
家
の
調

査
を
し
て
お
り
、
本
山
町
の
歴

史
や
風
土
や
人
情
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
役
に
立
て
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
、
一
足
先
に
本

山
町
へ
移
住
し“

土
佐
あ
か
う
し

農
家”

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
会

社
時
代
の
後
輩
と
協
力
し
て
、

土
佐
あ
か
う
し
の
６
次
産
業
化

と
地
産
地
消
を
目
指
し
て
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
10

月
に
は
「
あ
か
う
し
ジ
ロ
ー
」

と
い
う
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
を
開

業
し
ま
し
た
が
、
今
後
も“

土
佐

あ
か
う
し
と
い
え
ば
本
山
町”

と

県
内
外
へ
広
く
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

空き店舗調査の様子

足湯で温まる園児
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毎月　　　日は「食育の日」月　　　

◎毎月19日は、「食育の日、家族そろっていただきますの日」と設定し、できる限り地域の食材を使
い、家族で食事の準備をし、家族そろってゆっくり食事をいただき、食育について考え、実施する
日としています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《本山町食生活改善推進協議会》

※栄養成分表示のナトリウム（ｍｇ）は食塩（ｇ）では、ありません。
　下記の換算式で計算できます。
　食塩相当量（ｇ）＝ナトリウム（ｍｇ）×２．５４÷１０００

★ 材 料 ★

①　豚肉は５cmの長さに切り、塩こしょうをする。
　　小松菜は４cmの長さに切る。
②　フライパンに油を熱し、①の豚肉の両面をよく焼いて、一
度、皿に取り出す。同じフライパンに小松菜・もやしをさっ
と炒め、塩こしょうをして、豚肉の皿に取り出す。
③　②のフライパンに牛乳・濃口醤油を加えて、煮立て、煮
立ったら、水溶き片栗粉を入れ、とろみがついたら、生姜汁
を加え、②の豚肉・小松菜・もやしを戻し、全体に絡める。
※小松菜をほうれん草・白菜・キャベツに変えたり、人参・カ
ラーピーマン・きのこ類などを入れると彩りもよくなります。

★ 作り方 ★

■豚肉（生姜焼用）・・・・70g
■小松菜・・・・・・・・・・・・・・60g
■もやし・・・・・・・・・・・・・・30g
■塩こしょう・・・・・・・・・・少々
■油・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ１
■牛乳・・・・・・・・・・・・・・・・６０ml
■濃口醤油・・・・・・・・・・・・小さじ１
■片栗粉・・・・・・・・・・・・・・小さじ１
■生姜汁・・・・・・・・・・・・・・小さじ⅓

《豚肉のミルク生姜あんかけ》1人分《豚肉のミルク生姜あんかけ》1人分

 塩分の摂りすぎは、高血圧をはじめとして生活習慣病に深くかかわってきますので、注意が必要で
す。食事の選び方や調理の方法で薄味でもおいしく食べることができます。食塩のナトリウムは野
菜や果物、海藻類などに多く含まれるカリウムを一緒に食べることで、ナトリウムが体外に排出さ
れます。

　現在の日本人の食塩摂取量の平均は男性10.9ｇ、女性9.3ｇで、目標量と比べて男性3.4ｇ、女性
2.8ｇ摂りすぎています。（令和元年国民健康・栄養調査より）

•新鮮な食材を選び、食材の持ち味を楽し
みましょう。
•柑橘類や香辛料を上手に使いましょう。
•天然のだしの旨味を効かせましょう。
•料理にだし汁を加えることで、味に深み
をもたせましょう。
•味にメリハリをつけましょう。

食事のときの減塩のポイント食事のときの減塩のポイント食事のときの減塩のポイント調理のときの減塩のポイント調理のときの減塩のポイント調理のときの減塩のポイント

•麺類などの汁は残しましょう。
•汁物は1日1回に心がけましょう。
•塩や醤油などの調味料は食卓の上など、手の届
くところには置かない。調味料を追加する際
は、味見をしてから追加しましょう。
•漬物は長期に漬け込んだものより、一夜漬けや
即席漬けのものを選び、食べる回数も減らしま
しょう。
•外食や市販のお惣菜をよく食べる方は、栄養成
分表示をよく見て、塩分量を確認しましょう。

～ おいしく食べて減塩生活♪ ～

１日の塩分の摂取量（日本人の食事摂取基準2020年版）

男性：7.5ｇ未満　女性：6.5ｇ未満　※腎臓病など塩分の制限がある方は除く
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問い合わせ先
大原富枝文学館 76－2837大原富枝文学館だより大原富枝文学館だより大原富枝文学館だより

　第32回大原富枝賞は、６部門に計122点が寄せられ、厳正な審査の結果、本山町から４人が入賞
しました。入賞作品は「ふるさとの文学」として作品集にまとめられていま
す。作品集の中で、小中学生の部選者の津田加須子さんは、佐賀野さんの作品
を「応援したくなるような素直な筆致の作品」、久保さんの作品を「具体的に
書かれていてバドミントンを知らない人にもよく理解できた」と評し、田岡さ
んに「目標に向かって歩んで」とエールを送っています。
　高校生の部選者の翁長志保子さんは、澤田さんの作品を「音や感触にまつわ
る記憶を描いた視点には、読み手に訴えかけるものがある」と評しました。

　

信
清
悠
久
氏
は
、
高
知
市
出
身
の
脚
本
家
。
戦

前
満
州
に
渡
り
、
満
州
映
画
協
会
で
脚
本
家
・
監

督
と
し
て
働
き
、
戦
後
は
帰
国
し
て
上
京
、
シ
ナ

リ
オ
作
家
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

信
清
氏
は
、
大
原
が
高
知
市
出
身
の
詩
人
・
槇

村
浩
を
モ
デ
ル
に
「
ひ
と
つ
の
青
春
」
を
執
筆
す

る
際
、
槇
村
に
関
す
る
資
料
を
提
供
し
て
お
り
、

作
中
に
も
仮
名
で
登
場
し
て
い
ま
す
。
ま
た
夫
人

は
「
建
礼
門
院
右
京
大
夫
」
執
筆
時
の
大
原
の
秘

書
を
務
め
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
、
大
原
は
作
家
仲
間
の
高
橋
た
か

子
、
大
庭
み
な
子
と
と
も
に
、
信
清
夫
妻
が
岐
阜

県
上
宝
村
に
開
業
し
た
喫
茶
店
を
訪
問
し
、
こ
の

旅
の
思
い
出
を
随
筆
「
ふ
き
の
と
う
」
に
綴
っ
て

い
ま
す
。

　

展
示
中
の
は
が
き
は
同
年
３
月
４
日
消
印
で
、

こ
の
旅
の
日
程
を
調
整
す
る
内
容
で
す
。
は
が
き

と
と
も
に
、
大
原
の
随
筆
を
ゆ
っ
く
り
と
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。

（
※
は
が
き
の
翻
刻
も
展
示
し
て
い
ま
す
） ま

き

展
示
資
料
紹
介
　

　
　
　
　
　
　
の
ぶ 

き
よ 

ゆ
う 

き
ゅ
う

　
　
　
信
清
悠
久
宛
葉
書

企画展「牧野富太郎が歩いた『国有林』白髪山編　　
　　　　　～草花を巡る随筆とともに～」（3/31まで）
牧野を生んだ土佐の自然「高知県の自然環境2023」同時開催

昭和54年信清悠久宛はがき
（2021年中城正堯様寄贈資料）
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野
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３
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吉
野
小
学
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久
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ん
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佳
作
「
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と
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な
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嶺
北
中
学
校
３
年　

田
岡
希
萌
さ
ん

【
高
校
・
随
筆
の
部
】

優
良
賞
「
忘
れ
た
く
な
い
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
う  

り

　

嶺
北
高
校
３
年　

澤
田
優
李
さ
ん

第32回大原富枝賞入賞おめでとう
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令
和
５
年
12
月
５
日
、
嶺
北
高
校
２
年
生
（
20
人
）
に
よ
る
「
保
育
実
習
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
は
、
事
前
に
各
ク
ラ
ス
の
担
任
よ
り
「
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち
の
様
子
、
興
味
の
あ
る
遊
び
や
お
も
ち
ゃ
」
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
を
行
い
、
各

年
齢
に
応
じ
た
お
も
ち
ゃ
を
手
作
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
高
校
生
一
人
一
人

が
好
き
な
食
べ
物
の
紹
介
と
、
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
各
ク
ラ
ス

で
実
習
を
し
ま
し
た
。
実
際
に
子
ど
も
た
ち
を
目
の
前
に
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
よ
い
か
、

戸
惑
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
少
し
ず
つ
子
ど
も
た
ち
と
の
距
離
も
縮

ま
り
、
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
姿
や
笑
顔
が
各
ク
ラ
ス
で
み
ら
れ
ま
し
た
。
高
校
生
の
中
に
は
将
来
、
保
育

士
を
目
指
し
て
い
る
方
も
お
り
、
今
回
の
実
習
を
通
し
て
保
育
と
い
う
仕
事
の
楽
し
さ
や
、
や
り
が
い

な
ど
を
肌
で
感
じ
、
将
来
の
夢
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
優
し
い
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
に
抱
っ
こ
を
し
て
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
も
ら
い
満
足
し

た
様
子
で
し
た
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
保
育
実
習
」
は
、
嶺
北
高
校
生
と
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
が
異
年
齢
で
交
流
す
る
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
来
年
度
も
「
連
携
教
育
」
を
軸
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
の
中
で
子
ど
も

た
ち
が
豊
か
に
育
ち
合
え
る
環
境
を
、
関
係
機
関
と
連
携
し
整
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★本山小★

3/21（木）卒業式
3/22（金）修了式・離任式
4/  8（月）始業式・入学式
4/  9（火）～12(金）ゆるやかなスタート期ト期間
4/20（土）参観日・ＰＴＡ総会
4/22（月）代休
4/23（火）～26（金）家庭訪問問

★吉野小★

3/  1（金）吉野検定（漢字）
６年生を送る会

3/20（水）卒業式【代休３/21（木）】
3/22（金）修了式・離任式
4/  8（月）始業式・入学式
4/  9（火）～12（金）
　　　　 ゆるやかなスタート期間
4/18（木）・19（金）家庭訪問
4/20（土）参観日・ＰＴＡ総会

引き渡し訓練
4/22（月）代休

★嶺北中★

3/  4（月）・5（火）・6（水）
１・２年期末テスト

3/  5（火)･6（水）
公立高校Ａ日程入試

3/  7（木）３年生を送る会
3/  9（土）卒業式
3/14（木）公立高校Ａ日程合格発表

１・２年代休（3/9）
3/22（金）修了式・離任式
4/  8（月）始業式・入学式
4/18（木）全国学力学習状況調査
4/24（水）・25（木）教育相談

 ※１年生必須２，３年３年生はは希希望者者
4/27（土）中高合同参観日・日・ＰＴＡ総Ａ総会

 ※代休は5//22（（木）

★嶺北高校★

3/  1（金）卒業式
3/  4（月）学年末テスト（～3/13まで）
3/  5（火）・6（水）公立高校Ａ日程
3/14（木）Ａ日程合格発表
3/19（火）修了式
3/22（金）公立高校Ｂ日程
3/26（火）Ｂ日程合格発表
3/27（水）合格者登校日（予定）定）
4/  8（月）始業式・入学式

★本山保育所★

3/  5（火）誕生会・こっこさん絵本会
3/  7（金）お別れ遠足
3/16（土）卒園式
3/22（木）修了式
3/28（木）Ｒ６入所説明会（乳児・幼幼児児）
3/  6（水）・ 2２（金）

子育てサロン「すままいる」る」
4/  2（火）入所式（午前）

★子育て支援センター★

3/  1（金）絵本に親しもう
3/  8（金）つくって遊ぼう
3/13（水）身体測定
3/19（火）子育てセンターお誕生誕生会会
＊4/２（火）・３（水）休所

★・・3・4月の行事予定・・★★・・3・4月の行事予定・・★★・・3・4月の行事予定・・★★・・3・4月の行事予定・・★

MO
TOY

AM
A

Vol,18
8

学校・保育
だよ
り

嶺
北
高
校
２
年
生
と
交
流
し
ま
し
た
。

ふわふわ布で
わーい！　

「はい！どーぞ　」　 
「これなーに！」の
やり取りを楽しんで！

一緒に絵本を見
たり、お絵描き
をしたり♬
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